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１ かずさ水道広域連合企業団について（平成３１年４月１日事業統合・給水開始） 
 

千葉県営水道並びに木更津市、君津市、富津市及び袖ケ浦市に供給する水道用水供給事業 

と、供給された水道用水や地下水を各家庭に配水する水道事業の２つの事業を行っています。 

２ 広域連合ビジョン 

かずさ水道広域連合企業団は、次世代が安心して水道を利用できるよう、統合後に経験 

  した台風や漏水事故による長期断水などを踏まえ、広域連合ビジョンを策定いたします。  

(１) 位置づけ 

統合にあたり策定した「君津地域水道事業統合広域化基本計画」に沿って、厚生労 

働省が示す「新水道ビジョン」等における各種施策との整合性を図り、併せて総務省 

    が各事業体に策定を要請している「経営戦略」を兼ねるものです。 

(２) 計画期間 

令和６年度から令和１５年度(２０２４年度から２０３３年度)までの１０年間  
３ 現状と課題   

(１) 基本計画の進捗状況（課題の整理） 

①〈  施設（モノ） ～【安定給水の危機】の解消に向けて ～ 〉 

・管路更新はしているものの、有効率が上昇していない。 

令和元年度から老朽管（統合時１，１９３ｋｍ）の更新工事を 

年間約３７ｋｍ程度行い、令和３年度末の老朽管の割合は、統合 

前の３９．９％から３６．１％となりました。 

一方で、有効率は、今後更新を予定している管路の老朽化に 

     伴い、漏水が発生していることなどにより、令和３年度末で 

８６．６％となっており、上昇していません。 

・災害時の水道水確保のため、配水施設の耐震化を計画的に進めていく必要がある。 
 

②〈  管理体制（ヒト） ～【技術継承の危機】の解消に向けて ～ 〉 

・専門技術を継承し、事業を継続するため、今後も知識や技術力を十分備えた企業 

団正職員の育成が必要である。 
 

 

 

 

 

 
 
 

   ・各種システムや事務処理方法が完全に統一されていないため、運営が非効率に 

なっている。 

 

③〈  料金 費用 財源（カネ） ～【経営の危機】の解消に向けて ～ 〉 
 

・支出は概ね基本計画どおり推移しているが、漏水事故による修繕費用など計画 

外の費用の発生により、各セグメントともに計画値と比して増加傾向が続く。 
 

 

 

 

 

 

         

 

(２) 水道を取り巻く環境の変化 

① 大規模な自然災害、漏水事故 

令和元年房総半島台風(台風15号)や令和元年東日本台風(台風19号)の発生に 

伴う大規模停電や、令和２年度に発生した送水管破損による漏水事故により長 

期間断水が発生したことに伴い、広範囲な応急給水活動を実施しました。 

今後の断水リスクに備え、自家発電設備等を順次整備していく必要があります。 
 

【断水期間】 

台風15号：最大17日   台風19号：最大5日   送水管漏水事故：最大6日 
 

② 物価上昇における費用の増加 

     材料費や労務費が上昇しているため、今後も支出の増加が見込まれます。今 

後、水需要の増加が見込めない中で、財源の確保とともに計画的に事業を進め 

ていく必要があります。 
  

(３) 将来見通し(給水人口及び有収水量の減少) 

四市水道事業における給水人口及び有収水量の見通し(令和６年度から令和３５年度まで) 

 

 

 

                                                 

 

 
       

 
  

※ 令和３年度実績値を基に各種統計資料を調整して、算出した。 

統合前 統合後

Ｈ３０ R1 R2 R3 R4

   企業団正職員        ① 62 64 65 89 94

 構成団体派遣職員 ② 106 92 92 69 63

 合 計 (①+②) 168 156 157 158 157

 企業団正職員割合 36.9% 41.0% 41.4% 56.3% 59.9%

   構成団体派遣職員割合 63.1% 59.0% 58.6% 43.7% 40.1%

（単位：人）

決算値(A) 計画値(B) 比較(A-B) 決算値(A) 計画値(B) 比較(A-B) 決算値(A) 計画値(B) 比較(A-B)

木更津市 3,566 3,639 △73 3,559 3,609 △49 3,732 3,681 52

君津市 2,098 2,119 △22 2,111 2,123 △11 2,187 2,179 8

富津市 1,396 1,461 △65 1,537 1,468 69 1,554 1,494 60

袖ケ浦市 1,856 1,859 △3 1,869 1,850 19 1,921 1,856 65

四市合計 8,915 9,078 △163 9,077 9,050 27 9,394 9,210 184

※ 端数処理の関係上、数値が一致しないことがある。

（単位：百万円）
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収益的支出の内訳（実績と計画） 

 

職員数の推移 

基本計画に対して
０.１７％増加。 

かずさ水道広域連合企業団 広域連合ビジョンの概要（素案） 

身分移行や計画的な採用
により企業団正職員の割
合が統合前(Ｈ３０)と比
較して２３％増加。 
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今後、最新の実績を反映させるため、 
数値変更する場合がある。 

統合前(Ｈ３０)
と比較して老
朽管の割合は
３.８％減少。 
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実現施策 

実現施策 

４ 基本理念、施策の展開 

安心できる水を提供するとともに、５０年後、１００年後の未来を見据えて安全で 

強靭な水道を次世代へ継承し、持続可能な水道を目指すため、下記の基本理念を掲げ、 

「現状と課題」の整理を行った上で、「強靭」「安全」「持続」の項目ごとに施策を 

定め、事業を推進していきます。 
 

広域連合ビジョン基本理念 

 
 

○強靱【災害に強い水道施設】   
 

≪施策目標≫  災害に強い施設づくりの推進 
 
 

 
 

・主要な施設及び管路の耐震化 

        ・適正な維持管理による水道施設の機能保持 

・災害基本計画の充実や君津地域四市、その他関係団体との連携 

 

○安全【安心安全な水】 
 

≪施策目標≫  安心で安全な水の安定供給 
 

  

・安定した水源の確保 

・適正な水質管理、水質検査水準の維持 

・再生可能エネルギーの有効活用や環境にやさしい水道システムの構築に  

向けた検討 

 
○持続【持続可能な経営】 

 
≪施策目標≫  経営基盤の強化 

 
 

・新たに企業団正職員となった人材への技術継承、育成推進  

・事務の効率化推進、一体化 

・施設統廃合計画の推進による施設の適正化  

・ＩＣＴ（情報通信技術）など新しい技術の導入調査、研究 

・将来を見据えた管路更新の整備 

・持続可能な経営に向けた適正な料金の検討、水道料金の統一 
 

５ 進捗管理  

ＰＤＣＡサイクルによる施策の評価を実施して、事業の進行管理を着実に行います。 

実現施策 

 

 

 


